第１回市長とワイワイまち育て市民会議（仮称）開催趣意書　実行委員の呼びかけ（案）

倉敷まちづくりネットワークでは、倉敷のまちづくりのキーパーソンをお招きして、活動内容や、思いをうかがう「ワイワイまち育て」という事業に継続して取り組んできました。そうした積み重ねが、参加者各々の活動の充実につながるとともに参加者同士の情報共有の場となり、活動の幅を広げるきっかけになり、波及効果も深まりつつあります。

また、そこで生まれたゆるやかなネットワークをベースに、メーリングリストや世話人会等を活用して、会員がまちづくりの見識や意欲を高め、さらなる活動が生まれ育つ苗床のような場としての機能が充実しつつあります。具体的には、公開討論会の実現や災害救援物資支援活動の取り組み、マニフェストの検証・評価大会の実施といった実績に現れています。

また、世話人会で協議し、合意した具体的な政策については、岡山県知事や倉敷市長、倉敷市役所の担当部局に具体的に提言してきました。
例えば、2004年8月3日には、倉敷市長に以下のような3項目の提言書を提出しました。

○まちづくり支援センター（市民公益活動の支援機能を有した施設）の設置

○市長と市民が直接対話する機会の創出。

○協働のルールの策定。
これらの提言は、商店街にまちづくりセンターを設置（市民公益活動支援機能は未整備）、5時から市長室やお出かけ市長室の創設、倉敷市協働の指針の策定、と少しずつ具体化しつつありますが、計画のさらなるステップアップや見直しが必要だという現状もあります。

そこで、今度は、市長や市役所に漠然とした提言書をだしたり、お願いをするのではなく、市民が主体となった市民会議の開催をめざすことを模索していました。

そうした、倉敷まちづくりネットワークの活動にご理解いただき、伊東市長には、5月12日の総会と同時開催しました、第15回ワイワイまち育てのパネリストとしてご登壇いただき、この市民会議の開催にご協力いただけることをご快諾いただきました。

次年度の予算の編成作業を控えた8月下旬から9月初旬に、市の職員の方々にも積極的に参画していただき、倉敷の将来ビジョンを共有し、その上で、倉敷市の政策課題を抽出し、改善策を模索したりできるような場づくりを、現場主義を掲げている伊東市長と共に、一緒に模索できれば、と考え、継続して、年１回程度、開催できることをめざしています。

市民会議の開催は、大きく３っつのテーマ別の分科会での話し合いをもとに市長や全体と、意見交換や情報共有をするという形式を想定して準備しています。これらのテーマにこんな取り組みをしていこうという具体的な意見や行動計画をお持ちの実行委員の方を募集しています。あなたも伊東市長と一緒に、倉敷のまちから、持続可能な社会を市民が主体的に創造していこうというメッセージを地域に、そして、世界に発信しませんか？
